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はじめに
フランスの人類学者 C・ メイヤス－ ( t、laude




d巴sGouro de Cote d’Ivoire」〔注1）が 1964年に
パリで出版されているo
この報告もーに対して， マルクス主義史学の立場





























(i主1) Claude Meillassoux, Anthropologie Eco-
nomique des C'ouro de Cote d’froire (Paris, 1964). 
f討， 2) Jean Suret-Canale，“ Structuralisme et 
Anthropologie l七comomique，＇’ LaPensee, No. 135 
(Oct. 1967). 
（注 3) Jean Suret-Canale, Afrique Noire, Geo・
graphie, Ch’ilisation, Histoire (Paris, 1958, 2 ed., 
1%1). 
AJトique Noire-l'1':re Colom・＇ale1900-1945 (Paris, 
1964). 
（注4) fてと又ば，
Jean Suret-Canale，“Les Societes Traditionnelles en 
Afrique Tropicale et le Concept de Mode de Pro-






































































の定試 ichef de terre J tこ士、ける C• メイヤスー
の批判については， この定訳は「植民者」的誤訳
であるとして賛意を示している。しかしこれを
I celui de terreJ と訳すことは「過度の単純化」

















している （： 3 'o 
これに対して J・シュレ＝力十一ルは，「伝統的ア
寸リカにおし、て、 経流と丈化とをい：りりすることは























































ニjL i：汁して .T・ シ寸レ－ !J 十一，， ' t、ぐ・ Jィγス
ーの｜丈｛ヒ自りである」という上，；uを，も， : r らとの
粍済的役割を百Jむするものとしと堵解して b、るう
,kiこ，（・ d fγ て←（士、「文；｛ヒi't:Jで長〉る iとし、
-, HJ,i士、 i 】（上ムゲ if 人（I,t rl'za ?dl .I: ，、与え；守：i't)
')i'J：に依拠し；／J店IHJL : ，、ゐ山に）：.jL -c司 .l • ン
コ L ！； 卜 1, 1 tどt,1・，込、と L、えii九十市‘「） ,_;) )j 
d；論的立tg，わ ら「帝王；Mt'・Jであ 0J とレ勺 t•Jhi を／JJl
l~H して L 、ることが、 d：日 l二位ずる。 C ・Jfγ ス
一山主張は l.i:L'.し1)/j:I（までも J ペtら［ポ F支！としと，
しかtそれしJ，えに ＇iロび〕 「伝統的tLニミjにi弘！ずる
「事実」として提示主 jtてL、るつ J' C, L L一力十
一／しが1n聞に寸る νl,1 t「事実 II巡織その j，山で；土
なL、ので‘ そAtカ・ : id.: I l~j庄、、とお十われる）｛~
：「にはそれは； (!I) 9い＇t'Jf仁事例であら とL、ごpi,)(;iJ 
山手i：支を IH.~ ししいら〔 '._ /,' ：＿、 これは、：＝ヤ上と
｛プ＇itず，jLた「；、と『）よか＇l(') tJt'j'ljでふノ＇.， ." '. • A , J.i t：、
t, .＇，江 L、c なせ！仁心、ぐ. l fγ スーはil：立政〈
ゲい c/J r f云統的社会 Icl> trez斗び）役；l;1Jに J 八、ごジ〉
J何Ht｝ている／けで， アワ ＇） ); 山 i{d千d{Ji I J会j
－乱t,nr u也長 I,' 1 f交；1i]I二＇，；、こ， i
でi上!,s_lぜ、泊、「）で；む）る O
この（、．」 fγ ペーのゲ flCl -fr：統i'ドj社会 iにお
ける trezヨ心役割it「文化的でふる！と L、うJDむ








日）規定となるのである。そこで J・ シ 7 レ＝力十－





!Wでふ石。を 0）とき， AdL才予jl ははじ／／Jてそこに，
i子i介・よCi仁i（ど名〈ぴ〕／¥lfliIこ.t-＇＇（構成されど〉
d ’（－＇）依 fuとして rn会iを土らえるという立1,tで
の構造主義的な「社会！観が反映してL、ること全




士たこ o> ~Li l'(-ui tr<'za U！ 役；~：1Jに関する見解の十I!



















Ci主1) クロに ιじける trezaにm",-10もグパよ，ア


















はtc，な L 、と夜定したのん， C• 』イヤスーは，ワ
i敏！支： t ;Jfj：主れることはなし、とかれはし、うの
トて＼・； :1: ご＇t唱
｛、て（工’ 寸，，；刊とノ l\rld• て，ここても論 j)f.,きれてL、ろ
上〉に，い；・，，，、；，r:J 騒があるが，ここご.:t ・ J.(, tre,ii 
コ事ヲ
•'I 玉三く chef de terre n訳 Lして「仁｝也J主j とt、弓
,.1"士あ： f t; ' oな J ：ι立：lわ「： Jう乙ぜ＼く trezaをて
l t / ', 1. ＇；：，こ L_:・ Iア。
（｜‘ 2ノ・， J Suret Canale, p. JO弓
(: I' :l) t、t¥,Ieilla,,ouxiτ，treziiιt (i i己： -f井i'I仁
、や I.J也ィ， mJ、lろ l ' • •• 'Wt小j・2ら二七六，： .f.~ めご L 、
心：., LI i : : ; ~: L、口 l.i' t，工 jl じ treza丹、！［々：て！.
: 』fd与し入、ら Eoniwuoza （判決i付， J不ゾ γのf止に
州 ι｛！乙，），あるいは wiLliza（ぶ .／£S}ci¥i＇＇メ／ハ－－ ) 
•• 1 f I名i.j j、、ご↑jなYHl ;j v，ごあ J , : , treza '• i/f -lr 
；てl, 、一： j「／ム jc' yご；士勺 1ι とL、＇ l i¥'( .；，竺 7，、
Ci¥: 4) J Suret-Canale, p. 105. 
(, i' 5) J Suret-Canale, p. JOI,. 
みずからの規定を提示ロの係資の役’81）に，) ＼，、て，
fi Wr 皿




















































i上、 ＼，》と t、楚民ぴ）fjくjlた 2士；：，
会におL、－ご Ii I交換結（lemarriage par ech 1ge) J 
という1民f子がf子1Eしている二とカ、「》 'LぷE明しうる
というりそしごぐ・メイヤス、 ;jパ労｛動ノり中高官iぷi.I 
士i守Jt-4’＇'.i,' i ；上 IH三：jd,H.織ドJ：けるがり主｜下Jf',t’.＇i!l 
!tJ主的労働にではなく全務u政治 j：，＇，；二似！ぷ忙し山
る」「＇ 2）と L‘ろかれしりぷ｝た方法論的！品け壊に f{j;!( 
してL、ると論lHし lごし、る。 Lかし（、・メ fヤス、
J)方法的原理が， ゲ p の格資J）規定の中にどの上
うなかた九でぱ映してL、0の点、とし、う ，：ょに J 山、て
はJtitJ't'.Jh説fリlを行なぺて/J＼、／にいれ てのためh, 
J・シュレ 力 1ー’レの批判は、 二九lfi'H"U)1/\Jh~t 
に•＇）, ＇て；上行 1l -4"; : Iしてし、る主うに刀、えふ l
t：・メイ γスーぴ）ケ ri［／）立長官に l~ll る主張に .ts け
る問題｛，：：tどこ i二ふる，n！二7,.－）かJ まず；吉 iに指
摘しなければ江じなし、点
働力補m:,;1/, における労働力山崎解の1Jhに i返し
とむかる /J川Li土この労働力を、 : J）婦人（／）平うi'r
， 
'J 
E主戸（｝Jにかか ,1 ）る守；1動力ど王~！角平して！ぜ、る Lとうに J
i,j);/L,;'.,. そ♂〉二土カ1「ヲ；（劾fJMH花J¥li に15ftど.) 




























でi上、 j ・＞ :Jーし＝か十一ルははぜこの点をみむ
としてしまったのだろうか。ここでi上， 詳しくふ
れなk、が， それはけっさ上く j ・シュレコカ十一





































は？？あるι したが’Bて， .v うして長老·~ 1今年：打
。）聞に，支配・従属の関係が発生するのかという



















































その 01L~ I上『 婚J詑と婦人up;c；丞；lこ主ザ》て IJ兄一、
一J J心IJJ邑婚l堂！における陪i題としてで友〉るO もむろ
ん， Ii可ri-1土f＿＼、に 1・立的ではかく f序：f去に！主li車して




と、 それはも r ':  t ら J~I長Jft: t1' ；＇（＼＼における｛ ,t',;i］にー〉
¥ '-c (/) ，＜て；、ど〉口 これにたfLご‘ j ・シ L レ I; 
卜ー fl,，／）かiJ、ける係資に上るJ:L会！？ドj閥抗欲の充足















あるυ 仁・ J fγ てーも j ・シ ιL,・ ，~り十－－ ！しも ば長老が三＇ :1人の・＊＇をもって L、るという 7事実の
この ，，＇i,に／八、てH慎1・-i覚であり， そ川口ιi:±からみる 1+1に， それがなJs;t:U.-.JH,rl'-J枠組みの 111におけるすF
か 'i;) j,Lj /j・土i見山主せ C＇，、る υ そして守 的資のi乙 ~［としてとらえるなら if, そのことは｛りらかのX5:
Jム；、／l-Jf本とな勺！U,Ji本山万三皆、（核家！丸拡大家［j＼、， ＇＊で構 /JX:民1¥Jに示認さjLてνる、 そのかぎりでι
あるL、iHJ，存）には十I  ~t1下jに Md主1,C.，、であるけこ（n,l: {EL;1ると行えることがi’i然ではな力ミろっかω
うなこと i土、／1］＇に起閃するので志〉ろうか u みずから 1＇｛践には帰属しないと認， litしうる共同
I法・j勺J二二 iI. i 1:, 1,t;j-/'i· と u－七日 fi；という慨，j~ と
n.~ と＼＇うほ S:~i, lri］説的なも （！） と）＇；えCL‘る ／｝＇
心でl上なか乃ら A～として、そのようなこと i主h
せむこるり pう‘といえば， それは事立をミ者の側におけ
る i'l 己 ~.8~，1~じり問題にかかわ／にぐいるようにおもわ
れる。十九ci)t〕『 ；）サLr.， はケロにおける令長々ぴ）＇ 1
匁；二対しし存観的立場；こ、工つ観察有としと自 1・,
さ：｛l!.i'-;:Jけるか、 'JロにおlfるJU,ilf本対日！えから t
1h/J;A1 Iこ（{Eと！ぜ＇ ；，二どか心、 そしてど！｝リソハ
j止1に／） ＇／｛（’ir:し／：二時！！；z：：：ゎ！こ 1・,A,<: ;,1. ・c, I’i I',:._ I i’l 
i I／仁川人！と月えごし主 pてL、ること i二.L ，，：，。カ‘
At ,・ 1・ J'y -1）ヘ ／ことえばゲ 11の共同｛本上見制からまぬ
がれた「よそもの」である二とに平弁！？としていら
れるυJI士、自分が「白 i:l3な個人！であるからではな










こiぜ亡 L主うことト二／；（ -) tこのであるυ
(i'ふ l) （；‘ Meilla同日日x,p. 2El. 











































































した；j通行」 L見定であり， マルクス L1Mi1＇.！に＇tiを1i
／，＼ υj 
二主Jと規t主すベきも 0）であると L、う ω とすれば‘







iL j刈1にtftW，してL、る Ic むのであるとし、う。
つまり． 1・：＞ l レ カナーノし の C ・1イヤス
ーにけ7るHt平IJの什：かは， .t -1ミ（‘.) 1γスーの
I 1'給 ['J)邑坐作経i斉！を‘マルクス t義的に［！反
白t;tr;,J／.本 l ふる L、lt i無階級官会j と解釈 L, そ
れは守，，：；.bこ1えするということにする。 L fi，し，こ
れはあ、主で j ・シ工レ＝りトールの i自主主；＇lJ三
位作品王涜 : 二zr寸－ .;:, ・-! _,t,ケス主義的ls.解釈に依拠
してレとら J ）けであり， c・） ｛ヤスーが司［「i給 fl
j止生「f：経済 iとは， ・, ;I,ケス主義的な［原始共同
体！とは !J(，＼.るとい寸てしまえばそれまでのこと
であ；）' J・シュレー力十一ルω規定；土， J ノレケ
スc.U宅的tこ1Eミ1であ〆y 亡ι、仁. Jイγスーの rt'.l 
給自足生f子持i斉JとL、う規定の誤りを明らかにす
く：〉も山ではな：， 0 そう b、う意味て. J .シュレニ
カ十一／レの1)/,'.,tは， 仁・ 1イヤスーしり規定；こ対し
て批判｝］ をしちえないのである。け／｝さよく， J• 
ンJ L レ一＝力十一 yしiニ上；！ti孟ヤ， ゲ口♂｝「｛＝主i充iYJH：会
をC・ メイ γス一が l 「i給白；£生｛f.経ゐj斉」とし，
与I. , I L I'; 
J 〆的」社会，・，し＇ J l移行期jであると規定してw、
る。 ということは， J・シュレ二力寸ールの立場
からすれば C・ メイヤスーの「命名の誤り jであ
り， 第三者からみれば「i命名の相i主Jにしカイーぎ










































とU、う ;1'.{ ' ／；こ11ゲ[_I(/) ：－伝統的tJ：会J1,1 fi・；土、さらには植民地化とノ、L トからのi函人と t/J民俗し
手I］；伺桂t斉との法触ぴ〕！毘史↓士、 C• メイヤスーはHよから出発してし、るのである。各経済体系が，
理論的前提として；自給自足生存経済jのまえに，
とL、う枠組みを設定してレ：’ 1, en r伝統的社会j
そしごそjL らの［HJ
に矛盾が存在しなくはない社会的活関係を伴与と
L、1ことをぶしてL、るわよごれ(J1，社［！寺iこれ給 l’iJi': q: 
ぞれ Iこ回有の社会的諮問係を，
C. ；イヤスーの ）Yi去を；It芋I］しようるのである。
カナールはまずこの点を問題とする j ・シュレ-) ') iィ、てH'1i動古がiez透すふことι経済（こ｜白人、
しかし，lこLなければならなかったはずである J（ょ三統的H：会からそ J）経i都内イン Y ラスi：上 J Jて‘
J .シ t しこ力十一 ti,はこの［伝統的社会 iの存
その i伝統的社会i（｝）分析方fr：を l認めたうえで，
そのf二段、に伝統的tl

























かれ自身の研究が、／）かなカ、，，tこかとし、えば，J • / ,. I, -/; /・ 二日〕どリーぐit、ゐ.l）けである。
という J'.!r命保j枠 組λのqiで行fょの［伝統的任会！－！しのような： ・/ il, ケス主l,:Jの攻作を：J｝、〉ιLて
われ亡いるかじであら Uそ LてL、るも＜I)・c Jりること ltあきじゐミご主，7,.－，む




,! dttdt .i Lばならな L、のは，というとりで合出壊せ LGわる 1:
tこ.J.・_, ，二.:t_;t, A, 
キ「；IJ-己生イl経済J
けしつ白ノ：／／JぷJ止＇j’lj{i：民14¥lしえな tう包
（－ i イヤ 4ー；ニ;ti,(
tとぷ＞Ht'l'IJを江主｜射す ζ






ケリ｝也）J｛こ存｛EしてLパ f二f’μJものかを，占さ jして I,.るにう午｛上Jrc、





この「｛云あき c,/J‘iこ，ふ。 C・1イヤスーのI坊合，' C, J・ンュレ..）］ ト－ 1l.t1, I /1l. '7ス主主主 I 
統的社会jはカ，,j L (I）研究 I~の問題とし iごのみかれを1比下I］することにiJ足以＇JL ・ci,、る L.-, i二九メーる。
それは •. ）の社会的存｛Eて1 J{f二か ~） ってくるコこ（IJ I !'I給fl）止＇I＇.：台一王手｛斉 i；二，＇(J.~I J ゐ，Cl t司


















J. Suret-Canale, p. 99. 





円高造七荘i的怜絡力寸－ 1しのいう] .シコ L
;';・: 'J三F1l：いる山である。
. t玉
U<l i V 
「伝統的tl:i' j ぐ. < fγ スーのした1)'
r 伝統的社会jc・1イヤスーのグロの以 Lかil山 iji1;｛土1J能," ，，、行が＇， tが’t手認されたとき、
.T .シュレ＝カナーノレが提示しに問；る研究を，にな， pたど二、：I三と ／）.でき上う U
た批判点に J 功、て検討した。ト・三七，7・-1(. 0) ーゴ・IJ + , Lt, 




」Lぅ、 I. , kf;j七i：司休j c・ ，よ／r.
























メイヤスーが調査ので力 I-1（.は，1・シス L内定 Lえたうい tたはずである h 「｝原材，riZJI こど l士、
1,tl:t~ " Lて提示した 7・nの「伝統的tf：会iに閉すf三ルこIt 「！じい1f本IIト fr(!:L てし、- • C •· / l, < 、t妙、 IL 、、て）可
それを jつらえる C. J fヤスー




I T、， .• ). i 
ラノ i.l どれ、／てはずである。
］）！こくしは左＇、うの it, /JJこ関心を抱U、て
.Ji -y -7 アブ＇）カに関する諸吾象それ肉体よりも，r jtr,i J • : .'L （.ノ・力 fールU：てのピ三 7, ；）ヘ





そ Lご， 力、jdt （、 . ! fγ て－ H司t長に、
ケいに「伝統的社会！？を見／IiLご L主うので点） 』：，.
ザロの「伝統的tlfo1 の存1-Eーを前提したよ）えで、








'J -+-. ,1, 
（、・ 1イヤス←；t七ぺ：rらその［龍造！






LはC ・メイヤスーお上びこれに対立する ］ .シ
ー1 レτ り十一ルのし、ずれの方法にもみずかじを同
グヲぺてきたとと Fうか九あきらかなように，両者l主．村it 原典tこぎか Lt.と.＇f）る三とになる J
地イヒ前川 7、口地方＇二「伝統的社会 jを発見 Lたこ
7でく両一ーの~＇.：！：りをど犯しているのであ). －~今日、 rζ M」，a'.」，








































































ν。それは， 「社会！とともに iらーく「社会j とと
もに生きつづける。
C• メイヤスーのグロの「伝統的社会」の研究，
ならびにJ・シュレ＝カナーノレのそれに対する批
判を検討する中で、 わたくしは何上りもこれらの
点を強く感じさせられた。 （調査研究i紛
